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要旨 
  

樹状細胞は樹状突起を有する白血球であり、複数のサブセットから構成され

る。病原性微生物等の外来抗原の末梢組織への侵襲により惹起された炎症状態で

は樹状細胞は活性化して多様なサイトカインを産生するとともにナイーブ T細胞

に抗原刺激と共刺激を与えてエフェクターT 細胞を誘導し、自然免疫と獲得免疫

を繋ぐ最も強力な抗原提示細胞として免疫系を賦活化する。一方、定常状態（非

炎症状態）では末梢組織において樹状細胞は抗原不応答性 T 細胞や免疫抑制機能

を有する制御性T細胞の誘導•増幅を介して免疫寛容を誘導すると考えられてい

る。 

  消化管は宿主にとって有益、あるいは有害な外来抗原に恒常的に暴露されて

おり、結果的に腸管免疫システムは病原性微生物に対してはエフェクターT 細胞

や抗体産生細胞を誘導して防御免疫反応を惹起し、常在細菌や食物抗原に対して

は免疫学的恒常性維持のために経口免疫寛容として知られている不応答性を成立

させ、バランスを保っている。経口免疫寛容の成立には腸間膜リンパ節において

抗原特異的 T 細胞の抑制が重要であると考えられている。現在までに経口免疫寛

容では粘膜固有層で食物抗原を捕食した樹状細胞が腸間膜リンパ節に移行した

後、ナイーブ T 細胞に食物抗原を提示してエフェクターT 細胞よりも制御性 T 細

胞を積極的に誘導することが重要であると考えられているが、生理学的条件下で

のその詳細な分子作用機序は不明である。 

本講演では、免疫システムと樹状細胞を該述し、経口免疫寛容の成立における

腸間膜リンパ節樹状細胞の役割について紹介したい。  


